
がん集団検診の現況と問題魚

の良い運営の面か らも考慮 しなければならない問題であ

るK新潟県における地域登録の成績で払 子常務部上皮

の年齢差がみ られ る∴ ㌢嘗頚部殿形成 上皮 子宮頚部 L

皮内癌が多 く発見される年代はL郁炭化 ヂノ宮頚部浸潤癌

が多 く発見 きれる年代は,それより転--Jと高齢で70歳代

である.判 開発 を邑別 描治療 とい う癌検診本来の 巨三的から

すれば亨まず緊形成 上皮, f二度内癌の多い職歳代を中心

に啓蒙を徹臨され るべきであ りヲ癌の棟長u率を L界させ

るとい う効果的や納所からすれば もっと高齢者ヰニ重点をお

くべ きと思われる書

流軒こ常胃題になる闘 志ら頚部腺癌に関す ることである･

子宮蔑癌の予後を悉 くLている要因の----つに頚部腺癌の

存在がある書早期発見が難 い 工 と,放射線の感受性が

低いことなどがその主.な原田である｡頚部擦過細胞診と

い うスクリ--エ ソグ法ではき扇平上皮系の病変よを3偽陰

性が多いとされてお り, 教案新潟県をこおける子宮窓挽猛

威地域登録U)成績5､〉か ど:}緋 鞭叢の結 果がえ;-凍 ている･

頚部腺癌は最近増加懐闘 こあるとされ 今後の子宮癌検

診に:糾 うては, これに対する早期診断,効果的な対策が

l一.おわリに

新潟県における子宮癌検診の現状を予昭和59年度 名̀が

ん検診年報"をもとに明らかにし勺矧蜂に新潟県におけ

る子宮悪性経嫁地域登録の成績をもとに問題蔦を明らか

にしたや

参 考 文 献

1･厚生省'Jt衆覇生局偏こ T､l'▲トト ;■十 ノ二∴∧/ll,/ .::･J.

17宣言主1-i/-r･∴-∴ ｢}IN,.1り州).

月亘一､㌧ l淋･1.

.'い 葦桁長が望成人病予防協会 ･E]本村ガン協会裾針望支部

編 : 賢者で細 萱59雄度がん検圧報 (第 7号)や旦9猟書

射 埴臓寮郎苧他 : 新潟県におけるfp･lErELぎ腫癌地域若葉録

成績 予日本臨凍 細抱学会新津Lは 部会碩学且:28-33f

ltlト7.

5日 か幡藩邸申他 : 新潟県 にお縛るfr･黒豚痘地域登録

吠晶.目早訂i∴ :川:･l二lトーlこ3L i州∴

tl,i宮城県における子宮癌集B]極詮の‡',Ea;兄および発見さ

れた頭痘の語燕成碩 : iトト訂∴ ;r):Hlrl- 1:ミ㍑

1983｡

2 ) 肺 が ん

新潟大学医学部放射線科 (主任:酒井邦夫教授)

島 田 克 己

Mass Screening of Lung Cancer-its Present Situation and Ploblems

Katsumi SHIMADA, MD.

I)(.I)rHlfm',nlofIでtI(il'(,恒,r.＼∴＼p亘Lf,.yll･IT'7日十(,r.ヾ亘､,▲ヾ(･imL,I(-,/-U(.(lll｡Jll7'-
I)tlr-(,(､/りJ･:I}7･',..(.Ilrl/rHL(,･ヾ:l八'.･U､

八1こ1LiSLWrt-_1州両ご1-り1･(､こlrl.1,(itlt".ti川-()rlll岬 (,乙川什riト‖(N,叩rt-㌧hli岬 illtT:1いこ川. hl
Nii串t;iI)I,tlltlL､t11T･(～.m.･liSト(､rP州i哩 l汀瑚rI川IS＼＼rげビー_)(､rrりI･t川-'iiI卜lTHltL,t'1L!二三LIistriL,ts
illlt猶.lI).

ltL-I)riotl･Hlut､L<tドい:I(.･llslllIliL<HlM:＼l):上
1)叩:trtmL-n1..()t､Ii;.lliiいIt'LTr.Niitel;itこI
tllli＼･いrSit.1,L<し､hoolor＼lHlit･illtl.
Ni東:lt.･IL､it.Y.951J:＼Ⅰ㍉＼N.

別捌請求先:守95息新潟市場町適及落附す

新潟大到来学部放射線医学教室
Il∴':吊上し._.㌔



t1)i.ミバ

ド仰=l川バ:ミl(,川桁∴吊〔･Il弧",ま'lu‖LTぐn日付l･､＼,げt､tlt､t什t(､(i恒r111こ15.qバし:rLWlinLTflllM･什

(行目(.(-＼msよは Ⅰ.州･1川).川)(.).

t/lt川llltl'､I-ln;車Hi.<(,I.､州r(ht:1∴tu･:lL"Wl(thlLiも-(Itht･lt'l川1l)Lt.-1､州tlill.L･:=r㌔ll;-1さ,

iilmド二川(i'･日日lt'.･lrL<川1＼＼,ithprL,vi川lLqり目し､Lq＼＼･',rt､＼･･tlf･yimい川Itt･lHt.

L<日日相 川httr:叫-ttt,tL<詳 Hl;lL,ut<t､r什Itil1ド{汗Ill岬 (･J仙､げ illthl(linLT叩tlttlltL草･tOl堀.V
WいrL-Ilhり〔li.1ミLtlLhバい(1.

lくt_t.lr＼＼-川･(LH:hlTIHJl..･川t･い†･.:111･1トトトー･†･什両1..㌢二-
廿巨.上川巨言

頼ihとなったが,中で屯肺癌死亡の増加健闘.£著L,くサ

H.i:項∴∴牛工軋ト:い･̀､.:_i∵巨∴~立.三J..十二...三卜言t<,''･̀∴

第蟻との胃癌死亡的斬減している現状かドラ,近い将来こ

67)関係は遜頑な汗,肺癌死亡が第頼汝をこなると㌢測されて
､.-∴

のそれは榔′†ぎ確tNFhきれたもUうといえよう｡Lかし′繋際をこ

発見されている肺癌の多くは蜜だ済,W期t73進行癌で諺う

畑 予後は率段である中このため肺癌S!こ̂おいても畢書留遷発

見昭ための紫i＼f書検診が注妄言され手動誉召的に普及L始めて

いるナ本稿では 第二着等が関隼してきた新潟翻葺麿検診

の成績をと6+)窯去め,紬髪を盲験棚検針邦書磯点を整理して
∴;･･㌧上一.

卜 肺thLL.;:J･焦卜輔結?/(:.り1針骨

昭和5′拍婚こ厚生省が拍濃 用字蘭書等胸部疾患楽勝網番目

;l鳥､紬ガラ全国勘望7鋸湛町村mうち672市町村は鰯議%/3

で伸し,かの肺癌検診が手i折れており,3細君潤凧 (肱6

鮒 が検討絹3であ--ノた.昭和5印年にはわずか緋を市町軒だ

実施されてい緑こすぎ狛J､約で,急速を㌧:普及LTいるこ

とが分る｡検診方法は頼羨獅終独検診として登施してい

た瑚志望呂と沼津冊､日鋼中略)で乍軌は結榛住民検診を利

用する形で実施されていた二.盗招£朕藩昭対象に魔鏡細

職詮をm1号Hていた務ま弱刑は闘セ絹,q銅ご爪達している8〔か

そ細胞娩森を･釣不崖や予欝的閻魔から啄疾細胞診はまだ

--部U二凍デ象をこ実施されている約品ですその絶蘇3数は極め
I.ト∴㌦

は紫朗鋸プ比望む前後Lと低い値である.LかL紫険対象を洩り

都iLに限ると発見率は約謂倍となる さ£三粛商魚険群

をヌ13象とした曙痴検診ではタ尉且松方比銅靴ま蔓ときれめ

て高率に発見されている(濠望)鍾

新潟県では紬鉦より巻保健所等で肺癌繁棟が行われて

いたが,全県的に普及す-く,昭利昌的 /農月に県や県医

師会および封がん協会新潟県友部掟よりF新潟県肺がん

検診窯施安閑j蛸軌範された これは結核督民検診を利

用L,泰;畑7:痛む麓険群をこぼ噛療細胞診を併用するもの

である こ費目こ族-)いて昭和調音亨には県m22市町草木T)

うち望銅潮村で,昭和醐隼にはノ畳冒市町軒L7輔羨紫綬が登

施されている仁義射

彩幡喜市で妄即鍔和議8年かじ,†従来よりわれわれの教登で

読即していえ二結様でu藍検診を利用し亮二肺癌餐険を草トノて

い若きこかり袈険では間接読群数柚須妾写葵および断層写

髪を〔7)読駁摘HbJ確定診断窯で関iiすることとL,精練結製

を間接等農の読影に反映させ,読財力の終日二を詔 >てい

綴目約別た/i崩可2う翻遷翻轟を発見Lている勿

寮漫集団検診での肺癌発見率2}tlu
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蔑望噛疾種触診による肺癌発見率.'き)4-

年 度
(昭和)
貰線間接撮影
受 検 素 数

1t;ti∴う̀;●lう

寮謁 高級険辞職定義

699

5り才以上の男顔で次の条件の---つ以__臣膏こ該当する老
･.ト喋骨招駁 ~~･ti()0

ほ)旦ケ別:1上持続性の咳や演のあるもの

制 殿近3ケfH封瑚こ加療でも迫機のあ->たもの

棚 蛋クロム酸,闘病等を取扱う業務や鉱業の従事

職歴があり職業性肺癌発症の恐れの歯るもの

寮趨新潟県肺癌検診成績5)

かくたん検査
受 検 番 数

コ.肺癌隼田掩言.号の間銀点

紳羨教練は鉦とのようをごI血急速に広がってきている狛

窯だそm方法や体制には甘軒のような間登が残されてい
る叶

逢うX線撮影をこよる検診の問題点

見落し*誤診:間接写真で肺癌を発見Lた場合亨L封的た

の閣接写衆に何らかの異常を指摘できることは想像鉦上

に多いといわれている5㌧見落しを少なくする方法とし

て背旗子鹿曹の望方向撮影があるヴしかし山本らは約

落し対策として厳も効果的な方法は二毅読影である挺,淋

しかしこれ闘£読影艶不足の謂嚢があり登施していると

ころはまだ少ない.教室では新潟市の検診で,昭和鍔漫年

より完全な二蚤読疑多を行っているが∴涜断矧Nを妄葦釣延長と

牽略綬率の上界をこよる効率の悪化という問題がおこって

いる.費精練率を下げる覇力な且つの方法は,以前の等

衆との比較読影であるi新潟市での検診では比較読影をこ

蕊-了こ粛所見老6†望槌鷹｢栂,鎧別名(6凱5%うが費櫓検か

ぎ〕除外されている(豪5).検診効率の点からきわめて

有益な方法といえるけしかし比較読影を賓施するには媒

発 見 肺 癌 数

健酢等の多大な人的協力が必要であり,蜜た経年受検が

前提となる.

検診から治療窯での期間の短縮凋怒癌検診事業は多く

のステソプと多くaM､､拳を経て診断をこ至るもので,池田

iA)の肺癌数枚追跡調査報告では検診E3より診断確定日ま

での期間は平均増ヶ月で苧治療開始までに.さらをこ且ヶ月

必要とLている.肺癌は進行の速い癌であり,この数字

はやはり艮過ぎる.新潟市の検診では,精密検査を新潟

大学附属病院で行7た服例狂う診断確定までの期汚毒葦は平均

鳩首葛であり期間短縮を心的㌢た結果と考えているや期間

げ凝縮は検診か㌍溌音癖までの各段階で常に検討し 努力
する必要がある,

盟)曙焼細胞診による検診の問題兼

高駄険群の規定:この脱恋の枚方によって肺癌発見率

-針桝田太に且人の発見率で効率が悪い書新潟県のよう

人の発見率になることが知(-)れており,現在この規定で
施行しているところが多い.

細胞検査賢二:泰転は新潟市の結核住民検診受線審の

寮琵新潟箱住民検診における比較読影結果

年度 受検素数 歯研後者数 登校読影数極 較読影除外教
58 黒､7樟 護や且終息 9調 量 657

5g 1半丁 盟.凍急詣 議-999逢 妻 且.弊語呂転

LiO 頚.2号竣望冒 望,6絹鳩 鷲,303 巨 描鵬
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東 成 住民検診における高級険粛-率 新潟苗-

露紋陵 摂率である.これを基に新潟市全体が雄右舷険素数

を推定すると男性は2万5卜強予査-性は2手動の合計2

万8羊弱人となる.細胞検査 鉦Ei隼Fhr-uIご凍雛 ,eX鋤毅体

噛疾細胞診をするた緑 こぼ且招､釣細胞瞭査圭が必資とな

ら.全県に窯施するとなれば50根､ノ日成 変と思頼れる,

磯在新潟県闘 銅緒芸勤務などの形で50名弱 Lか細胞検査

土がいないmです浅揉製が約癌検診に従事して私宅だ足り

ない.略壊検診を懐施していくには細胞焼査 卜の養成が

急務といえるq

結鱗住民検診の利書目 結核住民検診は 斧算的に頭さ人的

にもそぐ瑚離別か確正しているmで,何に)かの形でこれを

利用していくことが合理的であるt軒尖多くの地域 で は

結鱗住民検診を紺 を‖了甜讐了癌駁棟が登施されて い る † 問

題となる鞘 よそ釣糸f象が大きく範をなるこ と で γ 結 核 旧 主:

焼餅 吊招i津.者が多く窪まれている こ と で あ る , 斎 苛

は昭耳痛5約-〟)新潟市結核住ま転換 漆 の 受 検 状 況 を ふ た 竣 ) が う

て1あるが､対象晋を吊,_3こ若い な -性 が 少 な く な い . 棟 詮 効 率

かど､考えてその窪か T) 紺 批 E 不 適 当 で あ る ｡ ま た 受 検 率

67沌監受検率 で あ 畑 し か 転 年 や 低 ~卜 し て き て い る 舟 肺 癌

鳥鋸 毅 群 の 受 検 率 を 卜 経 る た め に は 紬 羨 検 診 と 銘 打 - 二>必

tT)(ト J-)t1

6 0 - 一 6 9

7 (ト

饗があると思われる.

実施母体 凋摘 言は高齢寮に多いげっでブ職域検診は合理

的でない･結核附 鷲検診を利用 していくこと,粧癌検診

に烏 多くの緑ybJや経漸 汚鋸 Eまが必牽なことから考えると

やはり市町村等が封R∃溶体がその淡施母体となることが埜

変しいと思われる･新潟県では各rHチ㌻体か行なうことと

なっている,

:i. むすて♪

寮闇検診(別 路鮎芙死亡率を低 ドさせることにあるが平

畔京では藍だその直接的紬 粧 たなされていないち姉癌検

診はさ変だ始澄 ,たばかか仁だあ畑 その方法や普及に獲j多

くの問題点や検討郭鋸再覧されている. しかL急増 す る

肺癌死亡に対 しノて検診は剰 怠り重牽な対策と考 え C凍 る

t7)㍗,有効な検診体制を鼻音ぎ･急に確11]守 るこ と が 望 渡 れ る サ
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